
ご葬儀



昨今、ご葬儀はシンプルな形式が多くなり、少額で済むお葬式を望む方
も多くなってきたようです。 この講座では葬儀に掛かるお金を学びます。

「費用アップする背景には…」
➊お葬式全般の知識不足
➋葬儀社に関する情報不足

「葬儀社のセールストーク」
１、故人様が最後にお使いになられるものですから、こだわったほうが…
２、皆さん、そうされますよ…

※などなど、知識不足から、思っていたよりも費用が掛かってしまう事が多いようです

適切なサービス＆価格を学んで、家族が想う形でお見送りしてさしあげましょう
仮に２００万円の車を買うとしたら、実際に試乗したり、インターネットで価格や性能等
もよく吟味して選びます！？ 本来お葬式も同じです。



死者をとむらい、
ほうむる際の儀式です。

葬儀とは、一般的に２日間にわたって行われるお別れの儀式のことです。

１日目はお通夜、２日目は葬儀・告別式と分かれています。

お通夜は、家族や親族、友人といった身近な方たちが、故人とともに夜通
し過ごすことで故人をしのぶ儀式。

一般の弔問客は翌日の昼間に行われる葬儀・告別式に参加します。

葬儀とは



死亡証明もタダではありません。 金額設定は病院の自由です。
人が亡くなったことを証明する「死亡診断書」 この書類がないと、その後に火葬す
る許可証がもらえません。 つまりお葬式ができないということです。 戸籍上でも
死亡したことにならないので相続手続きもできず、所得税や住民税など課税関係も
そのまま継続されてしまいます。 死亡診断書は病院で医師に必ず書いてもらって
ください。 この書類の発行はタダではありません。平均は1通5000円前後

「ご臨終です」からはじまるお金の問題➊

畳の上で死にたい。でも思わぬ出費が生じます
「死体検案書」という書類が必要になります。 検案とは、医師が死体に対し、死亡を確認して、
死因や死亡時刻、異常死などの鑑別を総合的に判断することです。 病院や医師の診療下に
あるときに亡くなれば、これらは明ら かですが、それ以外の状況だと検案を受けるまではっきり
とはわかりません。 そこで自宅などでの死亡時は、指定医が呼ばれて検索をすることになりま
す。 指定医は時間帯に関係なく呼ばれるので、時間外手当や往診料、診断書発行料などが
どうしてもかかるため料金は割高です。 調査によれば、平均7000円、最高6万3000円でした。



昨今、病院でお亡くなりになるケースが約８割あります。

病院という窓口は、葬儀社にとってはお金を生み出す魅力的な営業
窓口。 公正取引委員会がまとめた調査報告書によると、遺体１体
につき数万円、且つ年間１０００万円以上も、病院へキックバックを
支払っている葬儀社もありました。

また、従業員を病院近くに常時待機させれば、そのコストもかかりま
す。 それらのお金のすべては、 病院で紹介される遺族の葬儀費
用に上乗せされているのが事実です。

「病院が紹介する葬儀社は高い」と言われる背景には、
こんな事情があります。

「ご臨終です」からはじまるお金の問題➋



もしも故人が女性の場合、「女性ですから」といったセールストーク

たとえば、こんな言葉に......

「女性ですから、キレイにお化粧をして、皆さんにお顔を見てもらったら喜ばれるのでは…」

「女性ですから、首や胸元が華やかに見えるドレスもございますよ」

これは故人の顔をキレイに拭き清めて、お化粧を施すこと。 遺体は顔色が悪くなってしまう
ので、専用の化粧品を必要とする場合もありますが、故人が生前使っていた化粧品でも十
分対応できます。 つまり遺族が自分たちで死化粧を施してもよいのです。 仮に葬儀社に
「お願いします」と依頼すると、別途料金で ５万円～９万円程度がかかる場合があります。

さらに体全体を清拭する「湯灌（ゆかん）」がつくと５万円程度

死化粧（しにげしょう）とは
遺体の顔や髪を、見苦しくなく整え、化粧をすること。薄化粧。湯かんの後、病死で

ほほがそげていれば、脱脂綿を含ませたり、女性では薄く化粧をほどこしたり、男性
の場合ではひげを剃ったりします。

「ご臨終です」からはじまるお金の問題➌



「ご臨終です」からはじまるお金の問題➍

●遺体を搬送する 「寝台車」 移動料金は葬儀社が独自に決める
※病院からの搬送費は２万円以内が妥当

●遺体の安置と保管場所でかかる費用が… 総額５、６万円前後が目安
トライアイス１０キログラム（１日分）で１万円程度が目安
※この金額は、各事業者でまちまちなので注意

●エンバーミングは専門的な「エンバーマー」という資格を持った人が行うので、どうしても
ドライアイスを使用した場合に比べて、費用は高額になります。 ２万円～８万円くらい

●「枕飾り」「後飾り段」は、セットで２万円くらい、遺体を見守る葬具類、葬儀社に頼むのが
一般的、ネットの通信販売で購入すれば、1万円位安くなる

●「棺」の予算はほどほどに、使用する素材で高額に、最後は燃やすもの一般には数万円

●計報は事後にハガキでＯＫ １００人規模でも総額１万円位



「ご臨終です」からはじまるお金の問題➎

●お葬式の費用を左右する「祭壇」は、一番お金がかかるところ!
「白木祭壇」から「花祭壇」へ。 お値段は８万円くらいから、こだわれば１０００万円以上も？

●自作の「遺影」で費用削減! 「その人らしさ」が大切、相場は写真１枚につき２万円くらいから

●飲み食いにかかるお金は一般常識の範囲内で判断する
※ 「通夜振る舞い」の予算は居酒屋の宴会プラン並み

●故人に手向けるお花 「生花」と「花輪」のお値段は？
「生花」は室内に、「花輪」は式場の外が常識 全国どこでも１基１万円～１万5000円が相場

●「寝台車」の利用料金
見た目も違えば、乗せる目的も異なる 高級車両の本体価格は６００万円～
目安は、１台３万円位の移動料金。

●公営（０円～）か、民営（～数十万円）か、火葬場の選択は悩みどころ

●「骨壺」のお値段は、無料～２万円程度が一般的
火葬場によっては「持ち込み不可」も.........注意 ※観賞用の骨壺のお値段は２万円前後



「葬儀代金以外、取り巻くお金は３グループ」

第1グループ 「心づけ」系

第2グループ 「 御礼 」 系

第3グループ 「お布施」系

前述した取り巻く人々へのお金のいずれも具体的な金額が決まっているわけではありません。
すべては葬家の気持ち次第なのです。 「気持ちだから、中身はいくらでもいいのでは？」 便宜上ではそうです
が......実際には金額の目安や常識的な範囲があります。 いわゆる「相場」というもの。

最近では、葬儀社が定額表を提示しているようです。 地域によっては、運転手や火葬場関係者などへの立替支
払いも事前に明らかにするところもあります。

式場他、地域の世話役、お手伝いの人5000円～1万円、火葬場、出棺・移動、霊柩車運転手5000円、ハイヤーやマイクロバスト 5000円、
火葬場技師5000円、火葬場係員3000円、料理屋係員3000円など

「ご臨終です」からはじまるお金の問題➏



「香典返しは半返し」、もらった金額の半分を目安にお返しするのが、今までの常識とされていました。 しかし、こ

の常識は日本人の「なにかもらったらお返しする」という気質に合わせて近年定着したもので、半返しに関しても

「誰かからそう聞いた…」程度のあいま いな根拠でしかありません。 「本来、香典はもらいっぱなしでよいもの

だったのです。 その代わりに香典をもらった人の家でお葬式があれば、香典を持ってお線香をあげに行く、といっ

たお互いに持ちつ持たれつの関係を築いていました。

一方、そもそもの常識が、現代事情によって間違った認識で捉えられてしまったものもあ

ります。 最たるものが「お通夜とお葬式の参列における考え方」皆さんは、どちらに参

列するほうが親しい間柄だと言えるのか、ご存じでしょうか？ 「生前よくしていただいた

ので、お通夜よりもお葬式への参列が、故人への礼儀。 ほとんどの場合、お通夜は夕

方から夜にかけて、お葬式は翌日の昼間に行われます。 そのため仕事を休んでまで

お葬式に参列することは、とても親しい間柄を意味すると捉えています。 でも本当は逆

です。 お通夜というのは、遺族が中心となって親しい人と遺体の黄泉がえりを願う、も

しくは死が確定するまでを見守る期間と言われています。つまりお通夜に参列する人こ

そ、故人ととても親しい間柄の人だったのです。 「余談ですが、お葬式や火葬は当然の

ように日中に行われていますが、本来は夜に行うものです。これには仏教の世界ならで

はの考えがあります。あの世とこの世はすべて反対であるとされており、こちらの夜に送

り出した魂は、あの世の昼に旅立つことができる、といった願いがこめられています。

「ご臨終です」からはじまるお金の問題➐



葬儀社は大きく分けて２種類➊

葬儀は、葬祭サービス業
（昔は家族で行っていた事を、現代は葬儀社が代わりに行う「許認可不要」）

サービス業で身近にイメージできるのが 「ホテル」

シ
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ル

宿泊料金が違うのは一般的に理解されている

葬儀も大き
く分けると
２種類



例）【インターネット系（中小）のプラン】
・寝台車の移動距離が５０km
・ご安置の日数が４日分（追加は1日10,000円）
・生花祭壇or白木祭壇
・火葬場料が15,000円※相場：０円～６万円
・式場使用料50,000円※相場：２０万～３０万円

葬儀社は大きく分けて２種類➋

例）【ブランド（大手）葬儀社系のプラン】
⇒１０km
⇒１日分（追加は１日２～５万円）
⇒含まれず（生花は追加）※花祭壇（50/70/100万円）
⇒火葬は含まれず
⇒式場はプランに含まれる

目安
約８０
万円

目安
１５０
万円～

心託サービスでは、
こちらを採用しています

全国平均の葬儀費用
１２１万円（本体費用）

『 葬儀価格の違いを理解 』

大手と中小の違いは、大きなセレモニー
ホールを保有するかどうかだけ

※現代は火葬場でセレモニーをする方が
増加していますから、中身は一緒



「葬儀の一般的な流れ」

お亡くなり ⇒ 搬送 ⇒ 安置 ⇒ 納棺 ⇒ お通夜・告別式のお知らせ ⇒ 供花の確認と配列の指示 ⇒
席次と焼香順の確認 ⇒ 会葬礼状や会葬返礼品の確認 ⇒ 僧侶への挨拶、お布施の受け渡し ⇒ 受付
⇒ お通夜の進行 ⇒ 喪主あいさつ ⇒ 通夜振る舞い ⇒ 告別式前の確認 ⇒ 弔辞の順番を決定 ⇒
席次と焼香順を決定 ⇒ 葬儀の進行 ⇒ 僧侶の入場 ⇒ 読経 ⇒ 弔辞・弔電の紹介 ⇒ 焼香 ⇒ 僧
侶退出 ⇒ 花入れ ⇒ 喪主あいさつ・閉式の辞 ⇒ 香典返し ⇒ 出棺 ⇒ 火葬 ⇒ 骨上げ ⇒ 精進
落とし ⇒ 遺骨を持ち帰る ⇒ 諸手続き ⇒ 初七日法要 ⇒ 四十九日法要 （宗旨・宗派によって、または
地域によっても流れは変わります）

葬儀の形態を大きく分けると

●上記全般を葬儀（家族葬）といい、
●赤字は、近年増加している直葬（火葬式）

家族葬と直葬を誤解される方もいますが、家族葬は身内だけでお別れする方法ですが、宗教的な儀式を省くと
は限りませんし、自宅葬では安置する場所が自宅と言うだけで祭壇等は設置し、会葬者を迎えるいわば葬儀の
種類になりますから、安易に安価で済むとは限りません。
※１日葬も、葬儀価格はそう変わりません（会場は基本２日貸し）



お別れ会とは？ ホテルなどに言うと、お別れ会パンフレットがあります

家族のみでシンプルに
「火葬」でお見送り
⇓
お別れ会の招待状発送
⇓
会費制で開催（会費当日）
「５千円～１万円」

『メリット』
・お別れは家族でゆっくりと
・落ち着いてから開催できる
・会費制で安心弔問
・弔問者とゆっくり話せる
・家に来られなくてすむ
・持ち出しのお金が掛からない



「なにに」 「どこに」 「誰に」 「どれくらい」 …

お金をかけたいところはしっかりかけて、そうでないところは少しでも抑える。

つまり意味や意義がよくわからない出費は極力抑えて、価値を感じる部分に重
点的にお金を振り分けます。

それらを家族や親族で話し合い、
生きているうちに決めておくことが、
これからのお葬式における新しい常識です。

お葬式以前に押さえておくポイント 見積もりは数社で相見積もり！
これが鉄則です！！


